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1. は じ め に

　近年, WorldWideWebの利用者の急速な拡大に

つれ, Webを利用したシステムも増加傾向にある。

GISに関しても例外ではなく, Webを利用し地図

データを提示するシステムや構築事例も多くなっ

てきた。それにともない, Web GISの利用者から, 

世界中に存在するWebサーバ内の各種地図のメ

タ情報を紹介するクリアリングハウスの仲介シス

テムや, さらにはメタ情報より一歩進んだWebブ

ラウザ上で地図データを統合するシステムが求め

られるようになってきた。

　そこで, 2002年にautodesk社の協力を得て

Web GISによる地図情報コラボレーションポー

タルとして利用できるWeb GIS Galleryを開設

した。

　開設より2年が経過したが, その間にユーザか

らいただいた意見を検討し, また, 機能の種類, 技

術レベルとしても, より時代のニーズに合うよう, 

今回, 新機能の追加と従来の機能の改良を実施す

ることした(図1)。

　本稿では, Web GIS Galleryの概要と, 今回リプ

レースにあたって新規に追加・改良された機能に

ついて紹介する。

図1　旧バージョンと新バージョンのトップ画面
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2. Web GIS Galleryとは

　Web GIS Galleryのシステムと機能の概要に

ついて記述する。

2－1. システム概要

　Web GIS Galleryとは, autodesk社のAutodesk 

MapGuideを 使 用 し て, 全 世 界 のAutodesk 

MapGuideに登録されている, 公開可能な地図

データをWebを介してユーザの希望する検索条

件に合う地図を組み合わせ, 作業に適した地図に

し表示することができるシステムである(図2)。

また, Web GIS Gallery上でユーザが自由自在に

地図データを組み合わせて作成した地図を個人の

データとして保存することができる。つまり, ユー

ザ独自の仮想地図情報DBを構築することができ

る。

　背景となる地図の基礎データは, 地図コンテン

ツベンダ会社からの供給により最新の情報を利用

することができるため, 保守に必要なコストの抑

制が可能である。また, 地図コンテンツベンダ会

社にとっても顧客の安定確保につながる仕組みと

なっている。

　提供する地図のサイト情報や座標系, 表示単位

などの管理情報は, Web GIS Galleryサーバが一

括管理している。

　なお, 背景地図に関してはGIS Contentsパー

トナー様よりサンプルデータを, GIS協業パート

ナー様よりギャラリの実証実験としてテーマ毎に

設定されたサンプルデータをご提供いただいてお

り, 現在, Web GIS Gallery上で閲覧し, オリジナ

ルの地図に組み合わせることができる。

2－2. 機能概要

　Web GIS Galleryを構成する基本機能は, ログ

イン, 地図表示画面, 検索, 検索結果の表示一覧, 検

索結果の地図レイヤ追加, ギャラリ(レイヤ情報)

の編集, MWF出力, レイヤ・会社情報管理機能

(管理者用)である(図3)。ここで管理者とは, GIS 

Contentsパートナー様, GIS協業パートナー様を

指す。

2－2－1. ログイン

　Web GIS Galleryにアクセス時にログイン画

面を出力する。ここで, 管理者か一般ユーザかを

判断し, 認証後, 管理者には, レイヤ・会社情報を

図3　機能概要

図2　システム概要
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修正・追加するための管理ボタン付きのトップ画

面が表示される。

2－2－2. データ検索

　Web GIS Galleryサーバに登録されている地

図データから, ユーザの目的にあった情報を絞り

込むための検索機能であるが, より的確に検索が

実施できるよう, 今回改良を行った。詳細は4－1

に記す。

2－2－3. 検索結果表示

　2－2－2で検索した結果を表示する機能である

(図4)。追加ボタンを押下すると, 画面左下のユー

ザのギャラリ(2－2－4参照)に追加され, 画面右側

の地図表示画面のレイヤにも追加される。位置ボ

タンは, そのレイヤの範囲を地図画面上に拡大表

示する機能である。

2－2－4. ギャラリ(レイヤ)情報の表示

　ユーザが編集中のオリジナルのギャラリ(レイ

ヤ) 情報が表示されている。

旧バージョンでは, ここに不

要なレイヤを削除する機能し

かなかったが, 今回新たに, レ

イヤ名変更ボタンとレイヤの

表示順序変更ボタンを追加し

た。詳細は4－2, 4－3に記す。

2－2－5. MWF出力

　Web GIS Gallery上でユー

ザが作成したギャラリの各レ

イ ヤ (Map Layer File, 以 下, 

MLF)構成を, Autodesk MapGuideの統一フォー

マットであるMap Window File (以下, MWF)形

式にしてローカルマシンに出力することができる

(図5)。これにより, ユーザがギャラリで作成した

オリジナルの状態をローカルマシンでも再現でき

るようになっている。出力したMWFファイルは, 

既存のAutodesk MapGuideシステムに組み込む

ことが可能で, ギャラリの二次活用が飛躍的に拡

大することが予想される。

　なお, 従来のWeb GIS Galleryでは, この機能

図4　検索結果表示

図5　MWF　出力
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の開発にAutodesk MapGuide ViewerのAPI

を使用していたが, 今回, 今後のカスタマイズに

備え, より多くの機能の選択肢をもつDynamic 

Authoring Toolkitを使用することにした。

2－2－6. レイヤ・会社情報管理機能(管理者向け)

　管理者の権限でログインした場合, 管理ボタン

が表示され, 会社情報, レイヤ情報, ギャラリ内容

の変更が行えるようになっている。今回, この機

能に次章で説明するAutodesk Buzzsawへの登

録機能を設けた。

3. 新機能Buzzsawについて

　今回, 新たな機能として, Autodesk Buzzsaw

をWeb GIS Galleryに取り入れた。

　Autodesk Buzzsawとは, あらゆる情報を一括

管理するインターネットコラボレーションサービ

スで, プロジェクト内のコミュニケーションをよ

り効率的に一元管理することを目的とした機能で

ある。

　Autodesk Buzzsawを利用することで, プロ

ジェクトに関する図面やドキュメントなどをオン

ライン上で一元管理して, 共有することができ, プ

ロジェクトチームのメンバーは, いつでもどこか

らでもプロジェクト情報にアクセスすることがで

きる。

　Web GIS Galleryにおいては, 地図コンテン

ツベンダ会社等がAutodesk Buzzsawにアップ

ロードしたデータと, Web GIS Galleryサーバの

データの同期を自動的, かつ定期的にとる機能を

加えた。そうすることで, Web GIS Gallery内の

データを常に最新の状態に保ち, 直ちにそれらの

データをユーザへ提供することが可能となった

(図6)。

図6　データの流れ
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4. 改良を実施した機能について

　さらに, ユーザの利便性の向上に焦点をあてて, 

従来の機能の検討を行い, 次のような改良を行っ

た。

4－1. 検索機能

　旧バージョンの検索は, 「ギャラリ作成会社」「地

図大分類」「地図小分類」「キーワード検索」で分け

られていた。この方法では, 「ギャラリ作成会社」

と「地図大分類」が連携されていなかったため, 両

者で重ならない項目は検索してもヒットしない

場合があった。そこで, 地図データのコンテンツ, 

テーマ, キーワード, 地域をもとに再分類し直し, 

大きく4つの種類に分けることとした結果, 「テー

マ」別, 「基礎データ」別, 「コンテンツ提供会社」別, 

「キーワード検索」別での検索が可能となった(図

7)。

　「テーマ」, 「基礎データ」では, 大分類・小分類・

地域とより細かく検索条件の絞り込むことを可能

にした。キーワード検索は複数のキーワードを入

力することが可能である。

4－2. レイヤ名変更

　検索結果で表示されているレイヤの追加ボタン

を押下するとギャラリにレイヤが登録され, 地図

画面に表示できるようになる。このとき使用され

るレイヤ名を, ユーザのニーズに合わせてWeb上

で変更することができるようにした(図8)。この

変更されたレイヤ名のままでMWF出力すること

も可能である。

4－3. レイヤ順序変更

　地図画面でのレイヤ順は, ギャラリ欄で表示さ

れているレイヤの最前面からの並びで表示されて

いる。そこで, 表示変更ボタンを押すことで, レイ

ヤの順序変更を可能にした(図9)。

図7　検索機能

図8　レイヤ名変更

図9　レイヤ順序変更
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4－4. DWG図面の表示

　従来のWeb GIS Galleryでは, 表示される図面

は全て座標情報をもつ地図データであった。しか

し, 従来のMLFファイルだけでなく, 座標をもっ

ていないDWGファイルなども登録することがで

きれば, 地図に関連するデータファイルもWeb 

GIS Galleryで共有して表示参照ができ, Web 

GIS Gallery利用範囲が大きく広がる。そこで, 

今回, 座標情報をも持たない地図データ(DWG)の

表示も可能にした(図10)。

5－2. データ種類の拡大

　現在, データとして表示しているのは, DWG

ファイルのみとなっている。しかし, 今後は, 表示

できるデータの種類をSDF, DWG, TIFF, BMP, 

JPEG, SHP, MDB, ORACLE等に増やし, 登録・

表示できるようになることで, 活用の拡大が期待

される。

5－3. オブジェクトの属性情報表示

　オブジェクトの属性情報表示とは, Web GIS 

Galleryの地図上のオブジェクトをクリックする

と, そのオブジェクトにあらかじめ登録された属

性情報や, 写真等の付属ファイルの表示参照でき

る機能のことである。これにより, 防災GISなどで, 

地図上に示されたシンボルをクリックして, 各地

域情報を表示させたい場面などへの対応が可能に

なる。

5－4. DWG図面のポイント拡大

　地図上のある地域だけを取り出して, CADの編

集を加えたいような場面が予想される。そのよう

な場合には, DWG図面上に任意の範囲のメッシュ

で区分けをし, そのうちの取り出したい1ブロッ

クをクリックすると, Autodesk Mapが起動し, 選

択したブロック範囲がDWGファイルとして拡大

表示されるような機能を提案することができる。

5－5. 断面の3D表示

　autodesk社の新製品であるAutodesk Civil3D

をWeb GIS Galleryに組み込むことで, 三次元

CADソフトで作成された図面の任意の2点を指定

すると, Autodesk Civil3Dが起動し, その2点間

図10　DWG(座標情報なし)図面の表示

5. 今後の展開

　今後, Web GIS Galleryに次にあげるような項

目を実現すると, 機能拡張が望め, ユーザの要望へ

の対応範囲が広がると考え, 実装を検討するもの

とする。

5－1. レイヤ設定の制御

　複数のレイヤをMapGuideViewer上に表示す

ると, レイヤ構成が複雑になってくる。そこで, 同

類のレイヤで新規のレイヤグループを作成する機

能を使用することで解決できると考えられる。
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の断面を立体的に表示することが可能になる。建

設現場などの立体的な地形把握が必要な場合に多

いに有効な機能であろう。

5－6. Web GIS Galleryシステムの応用

　Web GIS Galleryシステムをコアにして, これ

にカスタマイズを加え, インターネットおよびイ

ントラネット上に構築すると, 例えば, 社内での独

自のGISシステムの構築なども可能になる。この

ように, Web GIS Galleryを応用することによっ

て, その利用対象範囲を変え, オリジナルなシステ

ム構築の可能性も期待される。

6. お わ り に

　GISシステムの普及と情報データのコラボレー

ション化という時代のニーズに合わせて本Web 

GIS Galleryが作られた。そして今回, ユーザか

らみた使いやすさを重視したシステムの改良や, 

Autodesk Buzzsawの登場に伴って新機能の

Web GIS Galleryへの取り込みを実施した。

　GISのWebシステムとは, 充実した機能とユー

ザのアイデア次第で益々その実運用の幅を増やす

ことができる可能性をもつと考える。そのために

も, システムを提供する立場として, われわれは, 

「5.今後の展開」で紹介した機能の拡張をはじめ, 

いかに使いやすく, 幅広い用途に対応できるかを

目標に, さらに開発を進めていく必要がある。
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参 加 企 業

　Web GIS Galleryは現在, 下記のGIS協業パー

トナー様, GIS Contentsパートナー様のご協力の

下, 実証実験を行っております。

【GIS協業パートナー】

　中電技術コンサルタント㈱ (広島県)

　㈱アーネストコンサル (広島県)

　和建技術㈱ (和歌山県)

　長野測地㈱ (長野県)

　㈱近代設計 (東京都)

　㈱日本水工コンサルタント (埼玉県)

　東電設計㈱ (東京都)

　㈱オリエンタルコンサルタンツ (東京都)

　㈱四電技術コンサルタント (香川県)

　熊本大学工学部 (熊本県)

(2004年9月現在)　　【順不同】　　

　

【GIS Contentsパートナー】

㈱NTT－Neomeit関西 ･･･ MEMAP

㈱ダイケイ ･･･ ビジネステレポイント

㈱昭文社 ･･･ MAPPLE10000

デジタル･アース･

　　テクノロジー㈱
･･･ デジタルフォトデータ

㈱かんこう
･･･

デジタルオルソフォト

データ

国際航業㈱ ･･･ PAREA

【順不同】　　 


